
決

議

『
憲
法
九
条
を
守
り
、秋
の
諸
闘
争
に
奮
闘
し
、
組
織
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
も
う
』

参
議
院
で
の
「
郵
政
民
営
化
法
案
」
否
決
を
受
け
、
三
十
日
公
示
（
九
月
十
一
日
投
開
票
）
で
衆
議
院
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
自
民
党
か
ら
の
分
裂
新
党
結
成
が
続
き
、
小
泉
首
相
は
郵
政
民
営
化
問
題
の
み
争
点
に
し
て
演
説
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
が
、
郵
政
、
増
税
、
年
金
改
革
、
そ
し
て
何
よ
り
も
憲
法
を
争
点
に
し
た
、
今
後
の
国
政
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
選
挙

で
す
。

自
民
党
が
八
月
一
日
に
発
表
し
た
「
新
憲
法
第
一
次
案
」
を
み
る
と
、
九
条
二
項
の
戦
力
不
保
持
と
交
戦
権
の
否
定
を
削
除
し
、

自
衛
軍
保
持
を
明
記
し
て
い
ま
す

『
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
の
た
め
の
活
動
』
が
そ
の
任
務
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、

。

ま
さ
に
自
衛
軍
が
海
外
に
行
っ
て
武
力
行
使
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
悪
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
民
主
党
も
改
憲
案
の

土
台
と
な
る
「
憲
法
提
言
」
を
公
約
し
、
自
民
党
と
「
国
会
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
に
努
力
」
と
し
て
い
ま
す
。
自
民
党
が
勝

っ
て
も
、
民
主
党
が
勝
っ
て
も
「
二
大
政
党
」
に
よ
る
共
同
改
憲
の
動
き
が
加
速
す
る
だ
け
で
す
。
公
明
党
も
九
条
を
「
加
憲
の
論

議
の
対
象
」
と
す
る
と
公
約
し
て
い
ま
す
。
日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
に
し
な
い
た
め
に
、
総
選
挙
で
は
国
政
革
新
を
め
ざ
し
改
憲

勢
力
に
厳
し
い
審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
間
、
埼
高
教
は
「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル
を
支
持
す
る
「
埼
玉
県
高
校
・
障
害
児
学
校
教
職
員
『
九
条
の
会

」
の
立
ち
上
げ

』

に
取
り
組
み

「
呼
び
か
け
人
」
に
は
二
三
名
の
元
校
長
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
期
講
習
会
の
学
習
会
で
は
山
下
楠
一
元
埼

、

高
教
委
員
長
か
ら
戦
争
体
験
を
ふ
ま
え
た
熱
い
訴
え
も
あ
り
ま
し
た

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」
決
意
を
新
た
に
、
す
べ

。

て
の
教
職
員
に
『
九
条
の
会
』
へ
の
参
加
を
率
直
に
呼
び
か
け

「
憲
法
改
悪
反
対
、
憲
法
を
守
り
生
か
そ
う
」
の
世
論
を
多
数
派
に

、

し
て
い
く
た
め
奮
闘
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
夏
期
講
習
会
・
拡
大
中
央
委
員
会
は
、
新
た
な
情
勢
を
ふ
ま
え
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
改
悪
阻
止
、
学
校
自
己
評
価
シ
ス

テ
ム
・
人
事
評
価
制
度
へ
の
取
り
組
み
、
賃
金
確
定
闘
争
、
人
事
闘
争
な
ど
に
つ
い
て
意
志
統
一
す
る
場
に
な
り
ま
し
た
。

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
特
別
報
告
・
集
中
討
論
を
し
、
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
を
論
議
し

「
学
校
自
己
評
価
シ

、

ス
テ
ム
」
を
生
徒
参
加
、
父
母
と
の
共
同
の
学
校
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
の
様
子
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
別

分
科
会
で
も
論
議
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

八
月
一
五
日
、
人
事
院
は
、
二
年
ぶ
り
三
度
目
の
賃
下
げ
勧
告
、
来
年
度
の
給
与
構
造
の
見
直
し
や
査
定
給
、
地
域
給
導
入
を
勧

告
し
ま
し
た
。
平
均
す
れ
ば
約
一
〇
％
を
超
え
る
賃
下
げ
と
な
り
ま
す
。
本
来
、
公
務
員
の
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
機
関
の
は
ず

の
人
事
院
が

「
構
造
改
革
」
を
す
す
め
る
政
府
と
一
体
と
な
っ
て
公
務
員
労
働
者
の
生
活
を
破
壊
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

、

今
秋
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
へ
の
取
り
組
み
、
賃
金
確
定
闘
争
が
と
り
わ
け
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
〇
〜
一
一
月
の
「
秋
の
組
織
強
化
・
拡
大
月
間
」
に
つ
い
て
は
、
全
教
職
員
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
、
分
会
・
支
部
・

専
門
部
か
ら
の
拡
大
運
動
、
青
年
教
職
員
・
臨
時
教
職
員
・
少
数
職
種
の
組
織
化
に
つ
い
て
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て

生
き
い
き
と
し
た
職
場
活
動
を
す
す
め
る
こ
と
の
重
要
性
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
夏
期
講
習
会
で
の
学
習
、
拡
大
中
央
委
員
会
で
の
論
議
決
定
を
受
け
、
こ
の
秋
、
次
の
点
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

一
．
来
た
る
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
政
治
革
新
と
憲
法
を
守
り
抜
く
立
場
で
奮
闘
し
ま
す
。

一
．
憲
法
・
教
育
基
本
法
改
悪
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。
す
べ
て
の
教
職
員
に
呼
び
か
け
、
一
万
人
の
「
高
校
・
障
害

児
学
校
九
条
の
会
」
を
設
立
し
ま
す
。

一
．
公
務
員
賃
金
削
減
攻
撃
に
反
対
し
、
賃
金
確
定
交
渉
に
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

一

「
人
事
評
価
制
度
」
に
反
対
し
、
参
加
と
共
同
の
学
校
づ
く
り
に
つ
な
が
る
「
学
校
自
己
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
に
取
り
組
み

．
ま
す
。

一
．
地
域
、
保
護
者
・
父
母
と
の
共
同
を
す
す
め
、
高
校
統
廃
合
に
反
対
し
ま
す
。
職
場
教
研
に
取
り
組
み
、
支
部
・
県
教
研
に
参

加
し
ま
す
。
埼
玉
一
〇
〇
万
署
名
運
動
を
成
功
さ
せ
ま
す
。

一

「
秋
の
拡
大
月
間
」
を
成
功
さ
せ
、
埼
高
教
を
強
く
、
大
き
く
し
ま
す
。

．
右
、
決
議
し
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
八
月
二
三
日

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合

第
三
〇
八
回
拡
大
中
央
委
員
会


